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ソフトウェア開発の原則
「ソフトウェア開発  201の鉄則」から かい２２

　　―　解　　説　―
この原理は、少し回りくどい言い方をしている
ので、良く読まないと何を言っているのか分か
らないままになってしまいそうです。要約する
と、スケジュールを遅らせる時のセリフが、い
つも決まって「２、３週間のうちに挽回できそ
うです」というが、その通りになった例はな
い、というのです。それどころか、２週間後に
は、もっと深刻な顔をして、「先の問題は目処
は付いたのですが、予想外の事態が発生し、そ
れを追跡しているうちに、隠れた仕様が在るこ
とが分かったため、更に３週間の延長が避けら
れなくなりました」と言いに来るというので
す。奇跡、すなわち、その機能が必要なくなる
という奇跡でも起きない限り、このようなスケ
ジュールの延長は押し寄せる波のように、何度
も繰り返されるというのです。

　　　　デスマーチのパターン

こうした、度重なる計画の変更によって、納期
は大幅に外し、揚げ句に、次期プロジェクトの
開始時期をも外してしまうのです。いわゆる
「デス・マーチ」の典型です。実際、多くの開
発組織は、程度の差はあっても、このような状
況に陥っているものと思われます。尤も、意地
悪くいえば、変更されるような計画なんて最初
から存在しない、ということも考えられます
が、そのような「計画書」があろうとなかろう
と、「約束」の期日は、色々な理由で飾られて
何度も先伸ばしされるのです。まるで、楽しみ
は先に延ばした方がいいとでも言うように。

　　計画を常に変更するということ

確かに、実態に合わなくなった計画は、何の意
味もありません。それは関係者にとっては忌ま
わしいものであり、目に入る所には置きたくな
いものです。関係者が全員そのような意識に
なっているものですから、スケジュールは存在
しないのと変わりはなく、相互の段取りや、細
かな予測などは一切行なわれることは在りませ
ん。いや、存在しないより悪いかもしれませ
ん。書かれていないのなら、今からでも書こう
ということになって、少しは事態の悪化を食い
止められる可能性がありますが、なまじいい加
減なものが書かれていることで、新たに（もっ
と良いものを）書こうという動機が生まれてき
ません。もう一度書き直しても、同じような
「もの」しか書かれないでしょうから。
原理１５９の「計画を常に更新せよ」というの
は、そのような「廃計画」になる前に、適切に

更新せよ、というのです。

　　　　　繰り返される理由

しかしながら問題は、一体どのように更新すれ
ばいいのかということです。それが分からない
から、何度も計画の変更が繰り返されることに
なるのです。まるで、「リーダー」とは、その
ときの言い訳を考えるのが仕事であるかのよう
に考えている人達もいるくらいです。
スケジュールは、具体的に詳細に考えられない
限り、上手く事が運ぶことはありません。適当
な「作業項目」を並べて、「これでなんとかな
るだろう」という言葉で飾ったスケジュール
が、まともに機能することは無いのです。真剣
に考えられたスケジュールであっても、予定を
外すことが起きるのです。そのとき、その原因
を真剣に考え、その対応策を考える必要がある
のですが、その際に、「あと何日必要か」とい
うことを出来るだけ正確に割り出さなければな
りません。そのためにも、作業は具体的に且つ
詳細に分析されていなければならないのです。
厄介なことは、この種の問題は、「問題」とな
るまで意識されることはないということです。
したがってプロジェクトの早い段階で、成果物
のサイズ見積もりや、適切な粒度で作業のブ

レークダウンが行なわれていなければ、ほとん
ど、立て直すチャンスは無いのです。そんな時
間など在るはずが無いのです。

　　　　　　仮説の効果

なぜ、致命的な問題に繋がる「ある日のわずか
１日の遅れ」が、発生したその日に発見できな
いのか。それは、スケジュールに「仮説」が含
まれていないからです。
「設計書を作成する」工程の、ある日の作業
が、
　バッファ全体の管理を設計する・・３Ｈ
　受信バッファの構成を設計する・・４Ｈ
となっていたが、実際には、全体の管理方法の
設計で１日が終わってしまったとき、４時間の
作業は明日に持ち越されることになります。こ
のとき、全体設計が３Ｈで出来るとしたときの
仮説が問題になります。実現方法が分かってい
るから３Ｈとしたが、途中で割り込みが発生し
たことで１日費やしてしまったのか。あるいは
良く分からないまま３Ｈ（ぐらい）と予想した
が、実際に設計に取り掛かったところで、アル
ゴリズムが考えつかなかったうえ、設計書の書
き方も分からなくなったことで、１日掛かって
しまったのかで、事態は大きく違ってきます。
前者は、「２、３日で回復」するでしょうが、
後者は、この先も遅れの幅は大きくなって行く
でしょう。これを「その日」で判断するには、
スケジュールを立てるときに使った仮説が必要
なのです。

　　　　　　別案を考える

そして、計画を更新するというときの「更新」
とは、単に版番号を１つアップさせることでは
ありません。約束を実現するための「別の方
法」を考えることです。大げさなものではあり
ません。ちょっと工夫して、品質を落とさずに
期日を守れる方法を考えだすこと、あるいは考
え付くことです。この業界で仕事をしている人
は、そのような方法をもっと研究すべきです。

　　　　　　　　　　（次号へ続く）

原理159（計画を常に更新せよ）に従う場合の奇妙な副作用の１つは、変更の増幅である。こうし
た状況の下では、常に「次の２、３週間に」起こるはずの「回復する」戦略を計画する。日程に
遅れているプロジェクトは遅れを拡大する傾向があるので、「回復する」戦略は、さらに「次の
２、３週間に」起こる「回復する」戦略に注ぎ込む必要の在る資源が（奇跡が起こらないかぎり）
どんどん膨らむ。この波は、事態を矯正する行動がなされないままに、どんどん振幅が大きくなっ
ていく。この場合、一般に必要な行動は、抜本的な日程の立て直しと計画の作り直しであって、
単に事態が直に改善されると空約束をすることではない。わずか数日遅れているだけだから、問
題は大したことがないと考えるな。すべての問題プロジェクトは、ある日のわずか１日の遅れか
ら始まる。
（２０１の鉄則：原理１６０＜管理の原理＝増幅する波のような計画変更の繰り返しをするな＞）

▲３月締めの企業の決算発表が今月末までに発表される。中でも今日２２日（金）に集中して
発表された。毎年５月の第３金曜日に集中する。今年はカレンダーでは第４金曜日になるが、
実質的には第３金曜日である。株主総会が集中する様子は、マスコミでも取り上げられるが、
決算発表日については、あまり問題にされていない。
▲上場企業の決算の発表は、通常は証券取引所で行なわれるので、株主総会と違って総会屋の
問題はない。ではなぜ、このように同じ日に決算の発表を集中させるか。それは集中させるこ
とで、証券取引所での発表時間の割当てを短くし、報道関係者からの質問の時間を少なくする
のが狙いである。報道する側も、全部にスタッフを割当てる余裕がない。つまり、混乱のどさ
くさに紛れて発表をやってしまおうというのである。
▲経済のグローバル化に伴って、企業会計の一層のディスクロージャが求められている。だが
株主に対して経営内容を正直に示すというのは当たり前の話しである。資金を出してもらって
いる株主に対して、なぜ事実を隠さなければならないのか。経営者は株主に対して最大の責
任、あるいは「commitment」があるはず。社員に対するよりも大きな責任があるはず。これで
は個人の株主は当分戻ってこない。
▲時代が、どんどん動いているというのに、未だに正直に公開しようとしない。そのような会
社で働いている従業員にも、おそらく何も知らされていないだろう。あの山一のように、突然
「簿外債務」が行く手を阻むのである。まるでタイタニックを沈めた巨大な氷山のように。こ
れでは従業員も株主もたまったものではない。こういうどさくさに紛れて、その場をやり過ご
そうという企業は、疑ってかかってもいいのではないか。

変わらない  決算発表日 決算発表日 の集中状況
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今
回
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
・

サ
ミ
ッ
ト
で
、
日
本
の
経

済
運
営
に
つ
い
て
は
、
殆

ど
議
題
に
な
ら
な
か
っ
た

と
い
う
。
直
前
に
、
イ
ン

ド
が
地
下
核
実
験
を
実
施

し
た
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
政
情
不
安
が
高
ま
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
話
題
が

反
れ
た
よ
う
だ
。
日
本
の

政
府
に
と
っ
て
は
、
お
陰

で
叩
か
れ
ず
に
す
ん
だ
と

い
う
と
こ
ろ
か
。
政
府
の

方
で
は
、
日
本
の
政
策
が
受
け
入
れ
ら
れ

た
と
受
け
取
っ
た
の
か
、
そ
の
よ
う
な
声

明
を
出
し
て
い
る
。

そ
の
前
の
五
月
の
連
休
の
期
間
に
、
日
本

の
経
済
運
営
を
ア
メ
リ
カ
政
府
に
説
明
す

る
た
め
に
、
入
れ
代
わ
り
立
ち
代
わ
り
ア

メ
リ
カ
詣
で
を
や
っ
て
、
“
誠
心
誠
意
、

経
済
が
回
復
す
る
よ
う
に
努
力
す
る
”
と

説
明
し
て
き
た
。
各
国
に
し
て
み
れ
ば
、

そ
の
狙
い
が
実
現
す
る
と
い
う
裏
付
け
で

あ
り
、
そ
の
仕
掛
け
な
の
だ
が
、
そ
れ
は

元
々
存
在
し
な
い
。
Ｇ
六
の
首
脳
も
、
最

近
は
こ
の
よ
う
な
日
本
の
説
明
に
飽
き
て

い
る
の
で
は
な
い
か
？

も
っ
と
も
、
日
本
の
国
民
の
前
に
だ
っ
て

そ
れ
ほ
ど
の
「
熱
意
」
で
説
明
し
て
い
な

い
の
に
。
ど
う
し
て
日
本
の
経
済
運
営
を

ア
メ
リ
カ
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
ろ
う
。
し
か
も
わ
ざ
わ
ざ
こ
ち
ら
か

ら
出
向
い
て
ま
で
、
と
い
う
気
が
す
る

が
。

局
、
困
る
の
は
日
本
の
ほ
う
な
の
で
あ

る
。

▼
▼
　
世
界
一
の
債
権
国
の
意
味
？

た
し
か
に
日
本
は
世
界
最
大
の
債
権
国
で

あ
る
。
九
七
末
現
在
で
も
、
円
に
換
算
し

て
前
年
比
二
〇
％
増
の
一
二
四
兆
円
に
達

し
た
と
い
う
。
以
下
、
ド
イ
ツ
が
約
一
一

兆
円
、
フ
ラ
ン
ス
が
九
兆
円
で
あ
る
。
こ

の
数
字
は
、
対
外
投
資
額
か
ら
対
日
投
資

額
を
引
い
た
値
で
あ
っ
て
、
外
国
か
ら
の

日
本
へ
の
投
資
が
少
な
い
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
こ
の
間
に
増
え
た
対
外
投
資

だ
っ
て
、
「
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
レ
ミ
ア
ム

（
邦
銀
へ
の
金
利
上
乗
せ
）
で
邦
銀
の
海

外
支
店
の
資
金
調
達
が
難
し
く
な
り
、
本

店
か
ら
海
外
支
店
へ
の
貸
し
出
し
を
増
や

し
た
こ
と
が
主
な
要
因
」
と
い
う
。
別
に

鐘鐘

音音
のの

暁暁 か
　
　
　
　
　
ね
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く
し
た
の
で
は
、
国
民
に
説
明
が
つ
か
な

い
の
で
あ
る
。

▼
▼
　
影
響
は
二
％
だ
け
？

日
本
の
経
済
は
米
国
に
大
き
く
依
存
し
て

い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対
し
て
も
輸
出
の

多
く
を
占
め
て
い
る
。
だ
か
ら
、
彼
ら
に

と
っ
て
日
本
は
必
要
不
可
欠
な
存
在
だ
ろ

う
と
思
う
の
は
早
計
過
ぎ
る
。
日
本
か
ら

の
輸
出
が
止
ま
れ
ば
困
る
だ
ろ
う
と
い
う

の
は
、
思
い
上
が
り
だ
。
ア
メ
リ
カ
の
対

日
輸
出
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
わ
ず
か
一
％
で
、
輸

入
も
、
現
地
生
産
が
進
ん
だ
結
果
、
僅
か

二
％
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
。
つ
ま
り
、
日

本
と
の
貿
易
が
止
ま
っ
て
も
、
ア
メ
リ
カ

は
困
ら
な
い
の
で
あ
る
。
リ
ス
ク
管
理
の

結
果
、
問
題
と
な
っ
て
も
困
ら
な
い
よ
う

に
対
策
を
講
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。
結

人
の
幸
福
に
は
い
ろ

ん
な
形
が
あ
っ
て
も

い
い
。
「
成
功
」
と

い
う
の
も
、
確
か
に

幸
福
の
一
つ
で
あ
る

が
、
そ
れ
で
も
幸
福

の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。

成
功
す
る
こ
と
だ
け
が

人
生
の
目
的
と
考
え
る

人
も
い
る
。
役
人
に

な
っ
て
次
官
に
ま
で
登

る
こ
と
。
事
業
を
興
し

て
大
き
な
富
を
得
る
こ
と
。
あ
る
い
は
会

社
に
入
っ
て
、
そ
こ
で
社
長
に
な
る
こ

と
。
こ
の
人
た
ち
は
、
そ
こ
に
至
る
た
め

に
多
く
の
も
の
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
を
厭

わ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

こ
う
言
う
人
が
本
当
に
大
き
な
会
社
の
社

長
に
で
も
な
っ
た
ら
、
今
度
は
そ
の
地
位

に
固
執
す
る
。
社
長
に
な
る
こ
と
が
目
的

で
あ
る
か
ら
、
社
長
の
椅
子
を
手
放
す
こ

と
は
、
そ
の
人
に
と
っ
て
は
間
違
い
な
く

幸
福
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
手
放

さ
な
い
。

ど
う
し
て
も
、
社
長
の
座
を
手
放
さ
ざ
る

を
得
な
い
場
合
で
も
、
代
わ
り
に
会
長
の

椅
子
に
座
り
、
今
ま
で
以
上
に
権
限
を
振

る
う
。

実
際
、
会
長
ば
か
り
が
目
立
っ
て
、
社
長

の
名
前
が
全
く
世
間
に
出
て
こ
な
い
会
社

も
あ
る
。
こ
の
会
長
の
後
、
こ
の
会
社
は

ど
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
く
の
か
と
思

う
。

亡
く
な
っ
た
評
論
家
の
伊
藤
肇
氏
は
、
そ

の
著
書
の
中
で
、
「
財
界
に
お
い
て
は
、

実
力
者
と
も
い
わ
れ
た
連
中
で
も
、
亡
く

な
っ
た
日
か
ら
逆
算
し
て
三
年
間
に
や
っ

た
こ
と
は
す
べ
て
失
敗
で
あ
る
」
と
い
っ

て
い
る
。
そ
れ

は
、
地
位
に
連
綿

と
し
、
判
断
を
過

つ
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
れ
ぐ
ら

い
長
く
そ
の
地
位

に
い
る
と
、
必
然

的
に
取
り
巻
き
の
囲
い
が
出
来
て
し
ま

い
、
耳
障
り
の
い
い
事
ば
か
り
伝
え
ら
れ

て
、
本
当
の
こ
と
が
伝
わ
っ
て
来
な
く
な

る
。
こ
れ
も
、
判
断
を
過
つ
原
因
と
な

る
。
そ
の
頃
に
な
る
と
、
本
人
は
有
頂
天

だ
が
、
冷
静
な
人
の
目
に
は
、
そ
の
背
後

に
陰
り
が
見
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

「
成
功
は
幸
福
の
中
の
一
つ
の
要
素
に
な
り
得
る
。
し
か

し
、
も
し
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
要
素
が
成
功
を
獲
得
す
る
た
め

に
犠
牲
に
さ
れ
た
と
し
た
ら
、
成
功
の
値
は
あ
ま
り
に
も
高

価
す
ぎ
る
」
　
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
（
幸
福
論
）

自
慢
す
る
よ
う
な
事
で
は
な
い
。
そ
れ
に

円
安
が
数
字
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
分
も
あ

る
し
、
過
去
に
「
高
値
買
い
」
で
投
資
し

た
も
の
の
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
へ
の
投
資
が
少
な

い
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
こ
の
国
が
投
資
の

対
象
と
し
て
魅
力
が
少
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
だ
か
ら
世
界
一
の
債
権
国
だ
と

い
っ
て
威
張
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。

債
券
な
ん
て
、
い
つ
紙
切
れ
に
な
る
と
も

限
ら
な
い
。

日
本
の
持
つ
大
量
の
ド
ル
債
も
、
円
安
を

防
衛
す
る
た
め
に
幾
ら
か
使
え
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
、
ド
ル
を
叩
く
た
め
に
使
お
う

も
の
な
ら
、
そ
の
時
点
で
日
本
は
世
孤
で

立
す
る
。
大
量
の
ド
ル
債
は
、
ち
ら
つ
か

せ
る
に
は
効
果
が
あ
る
が
そ
れ
以
上
の
も

の
で
は
な
い
。
だ
っ
た
ら
ど
う
し
て
自
国

民
の
為
に
使
わ
な
か
っ
た
の
か
。
■

▼
▼
　
日
本
は
リ
ス
ク
要
因
？

Ｇ
六
の
首
脳
が
日
本
の
経
済
運
営
に
疑
問

を
感
じ
、
そ
れ
で
細
か
く
説
明
を
求
め
る

理
由
を
、
日
本
の
政
府
は
理
解
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
が
責
任
を
負
っ
て
い

る
の
は
自
国
民
に
対
し
て
で
あ
っ
て
、
自

国
民
の
生
命
財
産
を
守
る
責
任
が
在
る
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
責
任
を
果

す
際
の
障
害
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
要
因

は
「
リ
ス
ク
要
因
」
と
し
て
見
届
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
彼
ら
に

と
っ
て
日
本
は
確
実
に
「
リ
ス
ク
要
因
」

の
は
ず
だ
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
の
経
済

が
一
年
以
内
に
回
復
し
な
か
っ
た
場
合
、

ア
ジ
ア
の
製
品
の
輸
入
が
進
ま
な
か
っ
た

場
合
、
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
に
入
っ
た
場

合
、
と
い
う
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
変
化

の
状
況
を
想
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に

於
け
る
自
国
経
済
の
影
響
を
想
定
し
て
い

る
筈
だ
。

内
政
干
渉
気
味
に
日
本
の
経
済
運
営
に
口

を
挟
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
府
の
本
音
を

見
つ
け
だ
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。
少
な
く
と
も
、
私
な
ら
そ
う
や
っ
て

で
も
探
り
出
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
と
っ

て
、
日
本
の
挫
折
が
与
え
る
影
響
を
無
視

で
き
な
い
以
上
、
そ
こ
ま
で
行
動
し
な
け

れ
ば
自
国
民
に
対
す
る
「
約
束
」
を
果
す

こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
。
た
だ
日
本
の
説

明
を
そ
の
ま
ま
信
じ
て
も
、
実
際
に
日
本

の
経
済
が
予
定
通
り
に
回
復
せ
ず
、
そ
の

影
響
を
受
け
て
自
国
の
経
済
ま
で
お
か
し

今月の
一言

？？何何 かか
変変


